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みんなが知っている『ドラえもん』ですが、ちょうど校長先
生が小学校５年生だった頃「独裁スイッチ」というお話があり
ました。この道具は、自分が嫌だと思う人を消すことができる
のですが、使い続けると最後は自分以外の全ての人が消えてし
まいます。そしてのび太君が、「誰でもいいから戻ってきてほ
しい」と泣いちゃうんですね。この話が教えてくれるのは、人
間は一人じゃ生きられないということ、そして、人と関わるこ
とがどれだけ大切かということです。

今日のなかよし月間というお話は小学生のみんなに話します
が、大人も含めて人間誰もがいつでも学んで成長している内容
です。
私は今掛け算は間違えません。でも、人権という、なかよしに
するということは、たまに間違えてしまう。いつまでたっても
うまくやれないということも多いです。君たちができるのに、

1１月の校長講話

11月は「なかよし月間」です。児童玄関には「なかよしの木」が設置されています。子ど
もたちが「友だちにしてもらってうれしかったこと」などを書いた紙を貼れるようになって
います。学校中に友だちのやさしさが広がるといいなあと思います。

私たちにはできなかった、ということもあるのです。「ああ、すごいな、みんな」と思って、
自分ができなかったな、ということもある。今日はそんなお話です。

２年目は、ちょうど防災訓練もあったから、
それも含めて、自然の中でどう人らしく生きれ
るか、という話をしたかと思います。東日本大
震災の時、こんな瓦礫の中を通わなければいけ
ないところや、そこを助けに行った人たちがい
る。そのような話の中で、みんなに「助け合っ
ていこうよ」と話したかと思います。

私は、伊那西小学校に来て今年で4年目なん
ですね。毎回この時期に人権の話をさせてもら
うので、振り返ってみようと思います。「あん
な話あったかな」と思える人もいるかもしれな
いので、思い出してください。

１年目はこんな話をしました。「人権って
何だろうな」。難しいお話ですよね。「権
利」というのは「やっていい」ということで
す。何をやっていいかというと、人間が人間
らしく、という、すごい簡単そうなのに難し
い話でした。また、何があろうと「いじめは
ダメなんだよ」という話でした。人が人とし
て生きることができないからです。



例えば、クラスでテストをやっている。みんなが終わって前に出したのに、いつまでもやっ
ている人がいる。「あの子一人だけやってるよな。何でできないの？」と言ってしまったとし
たら心に刺さる言葉になります。もっと優しい言葉にするとなんだろう？＜子どもたちから>～
「頑張って」「頑張ってるね」～。なるほど、先生が考えたのは、「とっても丁寧なんだね」
とか、「諦めずにやってるね」とかですね。「遅いな」と言っちゃえば嫌な言葉になってしま
うけど、「丁寧にやってるし、諦めないし、僕もう嫌で出しちゃったのに偉いな」というよう
な言葉にすれば、同じ状況でもずいぶん違うと思います。

去年はどんな話をしたかというと、１年生以外は
聞いたと思うけど覚えていますか？気に入らない人
を消せる「独裁スイッチ」のマンガから、人はみん
な一緒にいるから、迷惑をかけているからといって
消してしまえばいいわけではない。実は大人になる
と、もう迷惑をかける人には「これ、やめなよ」な
んて言われなくなってしまう。自分たちでしっかり
していかないといけないよね、大人になってもうま
くいかないので、友達とか人を大切にできるように
なりましょうね、なんて話をしました。

さて、先日の音楽会の全校合奏を聴いてくだ
さい。合唱と違って、みんな違う楽器を（全員
が違うわけではないけれど）楽器が合わさって
良さが出ます。これがきっとピアニカだけだっ
たら、あるいは鉄琴、木琴とか、太鼓だけだっ
たら、こういう感動は得られない。みんなが違
うから集まっての良さ、というのもあるなと今
年改めて思いました。

そんな話を今日したいんです。例えば、昨日4年生にアンケートを取りました。今、腕を怪我
してしまった子がいる。その子を助けるために何かしたことがあるか聞いてみました。その子
からさりげなく助けてもらったことが「とても嬉しかった」という話を聞いたからです。

実際、先生たちも勉強しているんです。これは大学の先生からの講義ですが、「見方を変え
る」という言葉を「リフレーミング」と言っています。例えば、「5分しかない」というのか、
言い方を変えて「まだあと5分あるな」と言うのかによって、ずいぶん５分間の感じ方が違いま
すよね。言葉を変えることがリフレーミングなので。この時のお勉強は、先生としてみんなにか
けてあげる言葉のかけ方が随分変わるよ、という話でした。「チクチク言葉」（嫌な言葉）に
なってしまうか、「ふわふわ言葉」（ほっこりするような言葉）になるのか。同じことなのに違
う、という例を挙げてみます。

最初に言ったことなんだけど、これって子供が勉強することだけじゃないんですよ。大人でも
そうだと思っています。大人になったら喧嘩がないかというと全然そんなことはなくて、世界で
はもっと悪い、戦争をして人を殺してしまう。そんな姿もあるぐらいだから、本当に一生勉強し
ていかなければいけないのが、この「人との関わり方」「人権を守る」「人に優しくする」って
ことなんですね。

もう一つ聞いたのは、普通の生活の中でやさしくしてもらったり､助けてもらったりしたこと
です。具合が悪いから心配してくれるというのもあるけど、教えてくれたり、届けてくれたり、
「ありがとう」とか。一つ一つのことが、言わなくても相手を思ってやってくれる。いろんな
姿を書いてくれました。

私たちも一緒に勉強していきます。みんなもぜひ、なかよし月間で勉強してほしいんです。今
朝撮った林間の写真ですが、紅葉が始まっていて、色々な色があって綺麗だと思います。まだ緑
なのもあるし、黄色くなったのもあるし、オレンジになったのもあるし、真っ赤なやつもいる。
それぞれの色があるから、私たちを楽しませてくれるんじゃないかな。
先生の願いは、みんな違う生き方があるので、違いはいいことです。ただ、76人いる学校なの

で、誰もが気持ちよく学校生活を送ることができることを願います。大人は今「人権月間」とい
うことを考えて、みんなは「なかよし月間」を一緒に考えて、楽しい時間を過ごせるようになる
といいな。今日も聞いてくれてありがとう。



11/19 森の教室に感謝する日

森の教室の木材は放っておくと
傷んでしまいます。メンテナンスし
ていくことが大切です。今年も、
全校で森の教室を心をこめて磨
き上げました。

11/21 福祉体験教室
５・６年生ブラインドサッカー講師として中沢医さん、３・４年生の高齢者疑似体験講師として伊那市脳いきいき教室の皆さん、１・
２年生のモルック体験講師として伊那市社会福祉協議会の皆さんをお招きしました。福祉の考えが深まる貴重な体験ができました。

11/1 音楽会

子どもたちは練習の成果をのびのびと発揮し、歌い、演奏し、表現しまし
た。PTA合唱の熱い歌声も、子どもたちの心にしっかりと届いていましたね。
音楽会が終わっても、歌声が聞こえてくる伊那西小学校です。



お知らせとお願い
＜12月より冬日課となります＞
各学年の学年だよりでもお知らせしています通り、12月より冬日課となります。チャレンジタイム

がなくなり、月・火・木・金の下校は15:40になります。（水曜日は変わらず15:25です。）

＜スクールカウンセラーとの懇談＞
小笠原博文スクールカウンセラーが、毎月学校訪問をしてくださいます。保護者の皆様もご希望
があればいつでも懇談ができます。カウンセラー学校訪問日の2週間前までに学校（担当：特別支
援コーディネーター 橋爪）まで連絡をお願いします。
【スクールカウンセラー訪問日】 12月５日（金 午前）１月９日（金 午前） ２月２０日（金 午前）

☆心配なこと、不安に思われること等ございましたら、どうぞいつでも担任、学校までご相談くだ
さい。よろしくお願いいたします。

11月15日（土）、伊那西公民館教養部・総務部の皆様にご尽力いただき、体育館には地域の
皆様の素晴らしい作品が展示されました。子どもたちは目を輝かせて鑑賞をしていました。校内
の子どもたちの展示も、子どもたち同士で観合ったり、保護者や地域の皆様等たくさんの方が鑑
賞してくださいました。
講演会・ワークショップは、人を繋ぎ・音で旅する歌うたい「イマジン盆踊り部」唄い手の山

口愛さんをお招きし、日本のいろいろな土地に昔から伝わる唄を歌ったり踊ったりしました。子
どもたち、PTAや地域の皆様も一緒に参加でき、林間が笑顔でに包まれました。とても楽しい時
間を過ごすことができました。


